
図書館・子育て支援分科会における議事録（概要） 

 

日時：平成 28 年６月３０日（木）午後３時～午後４時 

場所：高山村役場第２会議室 

 

 

 

 意 見 

①理念・役割 

（現在の図書館の求

められている役割） 

図書館単体ではなく幅広い世代の人が集まり 1 日を過ごすことがで

きる魅力ある機能を備えた施設。 

 

 従来の本の貸出サービスだけにとどまらず、仕事や子育てなど日常生

活で困っていることの解決を支援する課題解決支援型の図書館。 

  

②活用方法・事業展

開（運営体制） 

土日も含め親子である程度長い時間過ごすことができる施設。 

本を読んだり、遊んだり、飲食できたり複数の目的を達成できる必要

がある。 

  

 塩尻市は乳幼児に対する子育て支援と、読み聞かせなどの学習支援を

一体的に行っている。子育ての相談ができるスタッフ配置が必要。 

  

 市町村の枠を超えた図書館どうしの連携。高山村の中だけで考えず、

須坂、小布施等の図書館との連携も念頭に。 

  

 図書館と学校との連携。知識だけでなく、生徒の思考力・表現力を伸

ばすために必要な情報活用能力を身につけられる図書館づくり。 

  

 運営について住民の協働による運営。 

  

 特色のひとつとして村の農産物等をテーマにした朗読を定着させる。

③施設仕様 

 （機能・規模） 

部屋でずっと本を読む子供もいるかもしれないが、例えばスポーツに

関する本を読んだらすぐに体を動かしてみたくなる子どももいると

思う。そんなことができる施設が図書館に隣接していたらいい。 

  

 小さい子を連れていると他の利用者に遠慮し、図書館に入るハードル

が高い。子どもが遊び回っても気にしなくて済むよう利用スペースを

分ける。 

  

 図書館の一番の利用者は高齢者。カフェスペースが必要。周辺施設と

の差があれば村外からも人は来てくれるのではないか。周辺にカフェ

スペースがある図書館はない。 

  

 蔵書数は最低５万冊。蔵書内容はどのようなサービスを提供するかコ

ンセプトによって変わってくる。 



④立地条件 小中学校から近くにある必要がある。 

  

 他の治自体ではバスを利用する児童を対象に小学校の図書室を待合

として活用している。将来的にバスの乗り換えの待ち時間を図書館で

過ごせるようにしたら良いのではないか。 

 

 


